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１～３年生13名と、ケニア、トルコ、マレーシア、イギリス、アメリカから仕事や学業で来日中の皆

さん、そしてミャンマー、タイ、フィリピン、インドの現地在住の皆さんなど、海外ゲスト10名と、Zoom

を使って英語で交流をしました。時差が生じている地域もありましたが、まさにリアルタイムでの国際交

流に心躍った楽しいひとときとなりました。終わってみれば、あっという間の９０分。これを機に、益々

SDGsの視点での国際交流の意義を理解し、その一歩として諸外国語学習への興味・関心を高めてくれる

ことを期待しています。参加してくれた生徒の皆さん、ありがとうございました。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

＜ゲストの皆様からより＞ 

・It was great!  Thank you again for the great opportunity in my life.  See you soon! 

・Well done!  Best regards to wonderful students and teachers. 

・Wonderful program!  I’ll be available next time too! Thank you very much 

・It was so nice to see them again, and I had a lot of fun. Thanks! 

・Thank you.  It was a very nice event.  Hope you see you again in Okayama. 

・It was so nice to see them again, and I had a lot of fun. Thanks! 

・ありがとうございます。楽しかったです、学生さんに色々のことについて聞かれてよかったと思います。ほ

とんどは質問に応じて話が進んだので、用意した内容について話せませんでしたが、とても良い時間を過ご

しました！（別の機会にぜひ皆さんにトルコの学校での日本語学習についてもお伝えしてみたいです） 

 

 

１～３年の異学年からなるグ
ループで、２回の事前学習を行
いました。それぞれがアイデア
を持ち寄り、グループとしての
アイスブレイキングやトーク
セッションの内容を決め、事前
準備に励みました。 
当日は、ブレイクアウトルー

ム機能を活用して、各グループ
での交流を楽しむことができま
した！ 
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＜参加生徒の感想より＞ 

・一番思うのは、参加してみてよかったということ。私たちにとって英語は外国語であり、文法も全く違

い、ネイティブの方たちのように話すのはとても難しい。でも、今回参加したことで、新たな英語のお

もしろさや学ぶ楽しさを見つけることができた。 
 

・短い時間ではあったが、自分の趣味などについて話したことで、お互いのことを少しわかった気がして

楽しかった。授業で習ったことも生かしたりできたので、良い機会になったと思う。 
 

・先輩が海外ゲストの方々とちゃんと会話できていたり、発音が良くてびっくりしました。また、自分の

発音が案外通じていて、感覚がつかめました。 
 

・前回なかなか思い通りにいかなかった経験を生かして、思い切って英語を話すことができた。純粋なア

メリカ英語やイギリス英語のみならず、アジア系の英語にふれることも非常に大切だと感じた。 
 

・もっと日々英語と関わりをもち、生活をしていきたい。話したり聞いたりすることは難しいけど、異文

化の背景をもつ方々と対話することは楽しかった。 
 

・私は音楽を担当したけれど、日本のアニメや映画のことはあまり知られていなくてびっくりした。なん

とか知ってる単語を組み合わせて、喋ろうとすることが大事だし、その方が話が進むことがわかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

 

 

時差を乗り越えて 

互いに自己紹介をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

副校長先生が開会のあいさつをされました。「英語」が「母語」ではないゲストもいる中で、互いに 

「英語」を使ってコミュニケーションをとることができました。 

Jana 先生（附小・現ALT）、Baidenmann 先生（附中・

元ALT）も、皆さんの成長に感激しておられました。 


